
　平成２５年７月１８日、ＪＲ紀三井寺駅前の駐輪場において、「自転車盗への注意」を呼びかける看板
を設置しました。
　同駅周辺では、日頃から地域安全推進員会などの地域の皆さんが、防犯活動に取り組んでくれてい
ます。
　今回、さらに自転車盗による被害を減らそうと、和歌山市地域安全推進員会西支部や和歌山西警察
署、和歌山県警察本部などが協力して自転車盗への注意を呼びかける看板を作成し、駐輪場内に設
置しました。
　看板設置後は、同駅前において、啓発用ポケットティッシュを配布しながら、自転車や単車へのカギ
かけを呼びかけました。

和歌山市内における自転車盗の発生状況（平成２５年１月～６月末）

　和歌山市内における自転車盗の認知件数は、３９１件（暫定値）で、その約７０％以上の２７７件が無
施錠による被害です。
　防犯性能に優れた「シリンダー錠」と「ワイヤー錠・Ｕ字型錠など」のツーロックをすることで、物理的に
盗まれにくくなるとともに、視覚的な効果で盗難しようとする人の”ヤル気”をそぐことも期待できます。
「この場所なら大丈夫」「少しの時間だから」と油断せず、カギをかけましょう。
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自転車盗への注意を呼びかける看板を取り付け！

　ＪＲ紀三井寺駅前駐輪場で地域安全推進員会西支部など

今回取り付けた看板は、自分たち

でペンキを何度も塗り重ねた

”手作り”の逸品です！！


